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す文であるが,(3)と (4)は 『(悟れるもの)すべて』への帰依を意味している｡(5)の Lo-
kan豆thaは,Avalokite毒varaすなわち "観世音菩薩"の別称である｡ もっともLokan豆tha





















(1) 導き仏陀の教え (S豆san云)去 りて1750年 sakarac568年 (pl.no.28b)
(2) 仏陀の入滅後 (S豆san云)1837年たちたる時 sakarac654年 (pl.no.283)
(3) 仏陀の教え (S豆san云)1843年たちたる時 sakarac661年 (pl.no.293)








(6) 仏陀の教え (S云san豆)1874年たちL sakarac692年 (pl.no.524a)







る｡ 一般に南方上座部 (Therav豆da)仏教では仏陀の入滅を BC544年 とする6) が,それは
ビルマではすでに13世紀初頭から人々の問に知 られていた｡














ビルマ暦年が khuで現わされるのに対 し,イン ド暦年は hnac(往々にして sa血wacchu-
ir)で現わされている｡ 今 日では, この両形が合体 して khu-hnacとして用いられるのが普



































5月 Narh-k豆20),W え kーho血21),
6月 Taw-sa-1ah22),Taw-sla血23),T豆wISlaが4),Taw-ssa-lan25).






この内,緬暦4月を表わす MIway-ta お よび Nway-t5, 5月を表わす Narh-k5, 7月を
表わす San-tdなどはいずれも古語で今 日では全 く使用されていないが,残 りはそれぞれ特定
の形に統一 されて使われている｡
ビルマ暦の月は太陽暦 (Solar Calendar) ではなく太陰暦 (Lunar Calendar) なので,






















35)Ibid.,pl.mos.228a,253b.? ?? ? ?
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が現われることはない｡ 自分の15日は 『満月』(La-plaa44),黒分の15日は 『小月』(La-siy45)
で表わされるのが原則だが, 稀に 『自分15満月』(Lchan15La-pla五46) とか, 『満月15日』
(La-pla負 15ryak47)) とい う形が使われていることもある｡ 日数は常に ryak を伴 う｡ryak
は …一昼夜"を示す言葉で,昼間のみを示す niy とは区別 される｡
曜 日は,碑文形では次のように現われる｡
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曜 日はすべて niyを伴 うが, この曜 日 (niy)と日 (ryak)との間には, 1から6までの







この niyは, "24時間 1日"の ryak (一昼夜)に対 し, "12時間 1日"すなわち =昼間'
のみの時刻を示す言葉であったと思われる｡ しかも1から6までの数字のどれかを伴っている
ことから考えて,lniy は 2時間であったと解釈 される｡ (lniy-日曜 日,2niy-月曜 日とい






なお, こうした昼 と夜の区別のほかに,午前 と午後 とが識別 されていたことも,次の例によ




時 刻の表示法には,pa-huir72)または pa-hui'73-,および na-di74),phlw575)の 3種類が
ある｡pa-huir(もしくは pa-hui')は,昼間4,夜間 4の計 8pa-huirに分けるもので 6),
華夷訳語栢 唇I館 雑 字 の巴里本および 東洋文嘩本には 『八後』, 大英博物館本には 『把











































Na-diは na-di3patなどという形で使われてお り,24分 1周の時間を示す｡79)Phlwaは故








































ク 計 178人 (pl.no.138).
ク 計 181人 (pl.no.144).
ク 計 195人 (pl.no.164).






当時の黄金と銀 との交換比率は 1対10の割合85)であり, 奴隷の値段は 1人あた り銀 14kly-
ap86)から 30klyap87), 土地の価格は lpay あた り金 1klyap88)から 12.5klyap89), 銀
lklyap90)から 20klyap91)であった｡こうした支出に耐え得 る能力は一般庶民にはもちろん
ない｡ 功徳の施主 (寄進者)の範囲も,当然限定 されて くる｡ だからビルマにおける最大の施











































phu-r5100)などとよばれる王妃, 王子 (Ma且-sa)101), 王女 (Maムーsami)102), 王孫 (Ma血 -
mliy)103),皇太后 (Mad-phw豆104),Phw豆Ira血105),国王の兄弟106),おじ107),おば108)等の王
族であった｡ この点,インドの場合とはかなり異なる｡ 王族に次 ぐ施主の筆頭には宰相および




の,施主として名を現わすことはない｡ このことから考えると, Kalan達は Sa血-pya血は
ど経済的に豊かではなかった｡ すなわち高級役人の Sarh-pya血に対し, Kalanは "下級役
人"であったと解釈される｡ Sa血-pya血が "高級役人"であったことは, その中からしばし
ば Amat(宰相)を出している17)ことによっても明らかである｡ 施主には, 役人以外に,翠



















































































在家信者の施主には, 男性 (名前の前に ha-が付 く)126)以外に女性 (名前の前に ui-,ui'-
uih-,uin-uim一等が付 く)127'も相当いた｡ また, 単独ではな く夫婦 (laかmiy5,1af1-my瓦,
lab-maya,あるいは mo由一hnarh などとよばれる)128'で施主になる例も少な くなかった｡
以上, ビルマ語碑文の構成要素 7項 目の内,はじめの3項 目についてその特徴を明らかにし
た｡残 り4項 目について引続き記述 しようとしないのは,実はその4項 目こそが本稿の主要な
考察内容だからで,それらはいずれも本論において取 り扱われる｡
パガン時代以降のビルマの仏教は, アノーヤター王 (碑文に現われる名称は Aniruddha.
文献上では Anawrahta と書かれることが多いが, 実際は =ァナウラタ"ではなく "アノー
ヤタノ'と発音する)のタ トン征服後パガンにもたらされた南方上座部 (Therav豆da)仏教で
あり,それ以前にこの他に栄えていたのは 『ア リー』とよばれる大乗系 (密教系,タン トラ系
等の説もある)の仏教であると従来言われてきた｡その出典は A.Phayreや G.E.Harvey
等の "ビルマ史Hであり, その根底には HmannanMah豆yazawindawgyiや, Ukala の
Mah豆yazawindwgyi等のビルマ語の年代記がある｡ 一方また, 大更 (Mah豆Varhsa),良
史 (DipaVa血sa) といった蔵外文献による考察も行なわれてきた｡従って, これらを頼 りと
する限 り,(1)ア リーは邪教である｡(2)アノーヤター王は,堕落腐敗したパガンの宗教改革
を行なうため,i- リ語一切経をタ トンに求めたが,拒絶されたため出兵した｡(3)タ トンのモ
ソ族の地に栄えていた仏教は南方上座部系の仏教である｡(4)ア リ-達はアノ-ヤクー王によ








の宗教問題についても, すでにこうした 碑文を基に分析考察された きわめて 説得力の強い論
124)Ibid.,pl.mos.22,37,123,557a.
125)Zbid.,pl.mos.39,197. Ijントゥンは,saaIkriを seniormonks,sa血-1yahを juniormonksと
規定している｡ ThanTun R`eligioninBurma,A.D.1000-1300,''p.60･ また,saかkriを出
家,在家にかかわらず集団の長であるとする人もいる｡ PeMaungTin1960b,p.415;PeMaung


























































su血 pu血 (pl.mos.205,234,248,249,289)とか書かれている｡ 南方上盤部系の三蔵
すなわちパーリ語一切経は,一般に次のように137)分類 される.
i) 律蔵 (VinayaPitaka)
経 分 別 (SuttaVibhanga P豆timokkha)(









相 応 部 (SarhyuttaNikaya)
増 支 部 (A血guttaraNik豆ya)
小 郡 (KhuddakaNik豆ya)
iii) 論蔵 (AbhidhammaPitaka)
法 異 論 (DhammaSaflgapi)









































発 趣 論 (Yamaka)
論 事 論 (Pattana)
ビルマでは,経蔵の中部 (KhuddakaNik豆ya)に,上述の15種以外にさらに ミリンダ






Pada)それに律蔵 (Vine五)など (pl.no.372)であった｡ また九分教の一つである 『授
記』 (Vy豆karana)も, メ- 1)語ではなく焚語 (Sa血sakruitByakaruip)の形で知ら
れていた (pl.no.289)｡ 巴利語経典と並んで死語経典がパガンに存在 していたことは,
この他に大乗系の仏教があったことを物語っている｡ しかしパガンの仏教の主流は,やは
りセイロンの流れをくむ 南方上座部の 系統であった ｡緬暦 627年 (西暦1265年)の碑文
(pl.no.250)には,次のように記されている｡ 『釈尊,入滅前に帝釈天を呼びて,セイ
ロン島にてシュリ･ダルマ ･ソーカ大王の子息マヒソダ僧正,教えを確立せむ｡汝,応援




とを知っていたのである｡ なお,三蔵を "製作"するとは, "写経'を意味したものと考
えられ る｡
(3) 仏塔の建立 (pl.mos.69,80,272,274,283,400a,455b,513)
この場合の "仏塔"とは 『チェティヤ』のことで,碑文では cetiという言葉で表わさ




















(3)の仏塔建立は 『三宝』の内の "仏"と "演"とに対する功徳であるが,(4)の僧院
(伽藍)建造は "僧"すなわち比丘または僧伽に対する功徳である｡緬暦593年 (1231AD)
の碑文 (pl.no.69)には次のように記されている｡ 『仏陀の弟子達を住まわせるべ く心
地良き伽藍をも建造せり』 (phur豆 skhahtape'S豆skha血 my豆tuiw enecim so




plue')｡ 耐久性をもたせるため,僧院はしばしば煉瓦で造られた｡ 煉瓦造 りの僧院は,
KulaKloh(pl.mos.234,277,283,288,382,402,428,494,504,528)とよばれる〔141)
煉瓦造 りであるため,それは場合によっては経庫 (pl.no.234)や寺小足 (pl.no.382)
などにも使われた｡ 僧院以外の建造物としてほ,説法堂 (dhammas豆),戒壇 (sim),守
小屋 (C豆sa血klo血),在家信者の休憩所 (jarap),仏塔や伽藍の周囲の玉垣 (tan-tui血)
などが盛んに建造された｡
説法堂 (dhammas云) pl.nos.73,105a,152,185,234,416b.
戒 壇 (sin) pl.mos.205,390,416b.
寺小屋 (C豆sa血klo血) pl.nos.152,390.
休憩所 (jarap) pl.mos.73,372;(tancho血)pl.no.73.
玉 垣 (tan-tui血) pl.nos.12,17,18,37,69,73,127a,164,194,232,234,247,
277,283,390.





や池 (kan,または k豆.n)を掘った り,菩提樹 (五o血pa血)や砂糖郁子の樹 (thanpa血),



















































分が水田 (lay,lay)だが,畑 (ry豆),庭園または果樹園 (uyan,uy豆n,uyyan,uya五)
である場合もある｡ 寄進される土地の面積は, 少ない時で数 pay (pl.mos.5,6,54,
399b,416a)から数十 pay(pl.mos.7,24,27,28a,29,34,41,44a,51,62,64,396b,
























銅 (kriy-ni,kriy-phld),真珠 (pu-lay),珊瑚 (san-t豆)等があり,未加工のまま,あ
るいは何らかの形に加工された上寄進されている (pl.mos.37,40,73,94b,145,194,
249,504)｡ 家畜は水田とともに奉納されることが多 く,三宝に寄進された農地が現実に
耕作されたことを示している｡ 寄進された家畜には牛 (nwah,nu豆),水牛 (klway),局
(mra血),山羊 (chit),負 (cha血)などがあり (pl.nos.19b,20a,28a.b,32,34,40,
41,65a,68,82,83,85,96,104,134,138,139,145,147a,152,182b,212,217,219a,
235,236b,274,283,295,368,373b,386,396b,408,412b,415),寄進された頭数も牛
14頭 (pl.no.34), 35頭 (pl.no.28a.b),100頭(pl.no.85),200頭 (pl.no･68),


























比丘, (2)賢者 (sukhamin),(3)国王,王子,皇太后等の王族, (4)宰相,将軍,(5)高
級,下級の役人 (kalan,Sarhpyafl),(6)母,息子, 娘,姉妹,兄弟等の家族,(7)在家信
者等が立っている｡









このほか, 証人には村長 (pl.no.123)や裁判官 (pl.no.149)が立つこともあった｡ま
た,夫婦が何組か立ち会ったケース (pl.mos.284,295)もある｡
証人の人数は一定していない｡一般に十人以下の場合 (pl.nos.22,41,62,101,197,207,









(2) 聞 い た
(3) 知 っ た
(4) 聞 き知 る
(5) 知 り聞 く
(6) 見 知 る
(7) 知 り見 る
(8) 見 聞 く
(9) 知 り見開 く
(10) 証拠となる























(i) 神の国に去 りし夫を偲ぽんがため｡ pl.mos.143a,145,147a.b.
(i) 『無常』の真理を畏怖して｡ pl.mos.143a,145,147a.b.
(ii) 生れ変わった時飢餓の苦しみを避けるため｡ pl.no.10a.
(iv) 輪廻 (SafLSar豆,Sarhsar豆)の苦しみから逃れんがため｡ pl.mos.10a,12,13,24,
138,164,200,530.








にとって "漫盤"とは, 『諸々の苦 しみ (chaかray)が尽きる』(pl.nos.69,234), ある













存続ゼしめるという表現もしばしば使われている｡ これは,仏陀の教えが 5,000年 しか続か
ないと当時のビルマ人が考えていたから144-にほかならない｡ ビルマ人の考えによれば, 釈
尊は入滅前その教えが2,500年続 くとしたが,その教えをさらに2,500年間金剛杵で守護す




ここでいう "大乗的"発想 とは,施主が 自分自身の解脱を願 うだけでなく "衆生済斐"の
祈願を抱いていたことを指す｡施主の "利他'的心理による "回向'精神を意味する｡
(i) 全ての人を輪廻の苦 しみから救 うため｡ pl.mos.8a,73,194,235,249,275,283.
(ii) 全ての人間,諸々の天を浬繋-運びたいため. pl.no.275.
(iii) あらゆる生き物を淫梨の国へ至 らしめるため｡ pl.mos.73,194.
(iv) あらゆる生き物を解脱 させるため｡ pl.no.164.
"あらゆる生き物"すなわち有情とは,碑文では 『下は阿鼻地獄から上は有頂天に至るま





















(i) 菩提を得たい｡ pl.mos.6,140b,216,235,247, 396b.






















(ii) (彼 らをして)漫架の幸を得さしめよ｡ pl.mos.6,82b,90,96,143a,186,229,
298a,380,412a,421a,472.
















(ii) 人間となりては尊き人,神 となりては尊き神 となるへし｡ pl.no.69.
(iii) 人間となりては普通の 人より尊 く, 神となりては 普通の神より尊 くなるぺし｡ pl.
nos.187,206,235,247.
(iv〕 人間に生まれ変わらはあらゆる人より導き王, 全世界の帝王, 富豪, 長老となれ｡
pl.no.31.
(Ⅴ) 人間となりても神となりても畜生と なりても, 貿 しからず 不幸たらざるべし｡ pl.
no.196.
(vi) 人の栄華, 神の栄華, 浬盤の栄華を甘受 したし｡ pl.mos.64,69,144,146,185,
186,192,202,233,239,245b,401,412a,421a,481a,504.


























(Ⅴ) 肉 親 (家族) pl.mos.5,6,23,68,84,110,184,187,197,235,248,275,408,
48la.
肉親 (または家族)という場合, そこには子,蘇,父,母,祖父,祖母,曾祖父,夫,
















これには, さまざまな言葉が使われている｡ 例えば, 他人 (pl.no.5),貧しき人 (pl.







(ニ) 帝釈天 (sakr豆)をはじめとする天 (nat-my豆)のすべて,下界の無間地獄 (awiciy)
をはじめとする地獄界のもの (bray-sti)すべて｡ pl.nos.68,382.
(ホ) 夜魔王 (yamamad)をはじめとする畜生 (sattaw豆)のすべて｡ pl.nos.216,244.





(チ) 欲界 (k豆mabh豆W),色界 (rtipabh豆W),無色界 (artipabh豆W)にすむあらゆる
生 き物｡ pl.no.6,
Ⅴ ま と め
パガン,ピソヤ,インワ時代のビルマ語碑文を判読することによって,当時のビルマの宗教
およびビルマ人の宗教意識を次のようにまとめることができる｡
(1) パガン, ピンヤ, インワ時代のビルマの宗教は, 基本的にはセイロンの流れを くむ
"南方上座部"仏教であった｡パ-リ語一切経 (Tipitaka)がその中心経典である｡


































岩本 裕 1971 『仏教入門』.




大野 徹 1965 ｢11-14世紀ビルマ語碑文の解読研究｣『昭和40年度京都大学大学院文学研究科博士課程研
究論文要旨集』pp.110-114.
---- .1967 ｢華夷訳語緬'Eu7館雑字の語釈｣『大阪外国語大学学報』17号,pp.127-173.
----.1969 ｢ビル-における賎民社会の発生 とその現状｣『東南 アジア研究』7巻 2号,pp.209-216.
.1971 ｢ビルマ語碑文の Kalanと Sampyaも｣『鹿児島大学史録』第4号.
高楠順次郎監修 1935 『南伝大蔵経第29巻 中部経典7』.
.1935 『南伝大蔵経第31巻 中部経典9』.
- - .1939 『南伝大蔵経第60巻 島王統史 ･大王統史』.
龍山章真 1942 『南方仏教の様態』.
陳 儒性編 1962 『模範緬華大辞典』仰光.
中村 元 1970 『原始仏教』.
林五郎 ･平松友嗣共訳 1932 『邦訳マ-ーヴンサ』.
『大更』.
干潟龍祥 1961 『ジャータカ概観』.
渡辺楳堆 1936 『大乗仏教』.
45
